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2021 年 3 月 5 日 

凸版印刷株式会社 

国立大学法人広島大学 

プラチナバイオ株式会社 

 

凸版印刷と、広島大学、プラチナバイオ 
ゲノム編集支援オープンプラットフォームを開発 

 

AI 活用でゲノム編集の研究開発をサポートし、新たなバイオビジネスを実現 
 

凸版印刷株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：麿 秀晴、以下 凸版印刷）と、国立大

学法人広島大学（所在地：広島県東広島市、学長：越智 光夫、以下 広島大学）、プラチナバイオ株式

会社（本社：広島県東広島市、代表取締役 CEO：奥原 啓輔、以下 プラチナバイオ）は、AI を活用し、ゲ

ノム編集のデータ処理を簡易化するゲノム編集支援オープンプラットフォーム「Genome Editing Cloud™」

β版を開発しました。この成果は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（所在地：

神奈川県川崎市、理事長：石塚 博昭、以下 NEDO）の助成事業の結果得られたものです。 

 

 

ゲノム編集技術のイメージ図 

 

ゲノム編集とは、目的とする遺伝子を狙った特性に改変する技術のことで、すでに医療分野では新た

な治療法や新薬の開発に利用されています。また農畜水産業や工業（バイオものづくり）などさまざまな

分野においても革新的な基盤技術として今後活用されていくことが期待されています。 

 

凸版印刷と、広島大学、プラチナバイオはゲノム編集技術の普及と社会実装に向けて、三者がこれま

でに培ってきた技術・知見を融合し、新たなバイオビジネスを実現させます。 

 

 

 

報道発表資料 
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■ 本開発の背景 

近年、ゲノム解析技術の革新により大幅なコスト削減・高速化が実現し、ヒトを含むさまざまな生物のゲ
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ゲノム編集支援オープンプラットフォーム 「Genome Editing Cloud™」の操作画面 

 

 本サービスを利用することで、高度な IT 知識を必要とせず、簡便かつ効率良く、ゲノム情報データ解析

作業を行うことができます。 

 

 

■ 今後の目標 

ゲノム編集研究の加速や社会実装の推進に向けて、凸版印刷と、広島大学、プラチナバイオの三者

連携をさらに強化し、ゲノム編集支援オープンプラットフォーム「Genome Editing Cloud™」と「ゲノム編集の

編集効率を予測する AIシステム」を組み合わせることで、ゲノム編集研究の ITプラットフォームを構築し、

2022 年のサービス開始を目指します。 

 

＊ 本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各者の商標または登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 
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